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紹 介 作 品 
 

 

＜特選＞ 

学校名 学年 氏名 作品名 備考 

広島大学附属東雲小学校 １ 川上 陽香 ヌマガエルちゃんはひとになつくのか？！ 全国出品 

安田学園安田小学校 ２ 池田 瑛心 魚の中からほう石はっ見！２   

広島市立温品小学校 ３ 﨑 貴博 換気で健康になろう！   

呉市立荘山田小学校 ４ 𠮷岡 彩和 ビル風？～ 見えない風を見てみよう ～ 全国出品 

呉市立警固屋小学校 ５ 川口 絢子 
消しゴム開発研究所 

～ エコな消しゴムを作りたい ～ 
  

広島市立矢賀小学校  ６ 小蔵 梓 
何色に変わる？（Ⅲ）～４０匹の生存戦略～ 

〈環境の変化にどう立ち向かうか〉 

全国出品 

広島テレビ賞 

 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

学校名 学年 氏名 作品名 

東広島市立龍王小学校 ６ 伊瀨 汰希 ぼくの家の周りのセミ調べ Part4～寿命編～ 

 

 

 

＊作品名は、出品時の作品名どおりに記載しております。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 科学・芸術教育棟 １階～３階ロビーに掲示して 

あります。当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 

＊学校や教科部会等へのパネル等の貸出も可能です。（科学研究の奨励及び充実・発展を目的

とする場合に限る。）  
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第 61 回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

全国都道府県教育委員協議会会長賞 

【特選】      広島大学附属東雲小学校  第１学年  川上 陽香 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
素朴な疑問から出発し、丁寧に記録したことを子供らしいまとめ方でまとめ、ヌマガエ

ルへの愛着や興味・関心を深めていった優れた作品である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工夫した点 

・実験をする前に、自分なりの予想を考え、実験・考察をすることで、楽しみながら実験
を発展させていった。 

・カエルが快適な環境でストレスなく過ごせるように、元々の生育場所に近い飼育環境
を作った。 

・３匹のカエルで実験・観察を行い、信頼性を高めるようにした。 
・カエルとの距離を写真に撮る時、条件が毎回同じになるように、飼育ケースに目印の
石を置いたり、木の棒を使って、スマートフォンを置く装置を作ったりした。 

分かった点 

・時間はかかるが、ヌマガエルは人に懐く。（２～３週間かかる） 
・人とカエルの距離が近くなってから、人差し指に「おて」をし、カエルを呼ぶ声かけを
変えても、時間をかければ人に近づく。 

・飼い始めた時からよく目が合っていたカエルは、懐くのが早かったり、スマートフォ
ンを向けて逃げなくなるのに時間差があったりするため、人に慣れるのには、カエル
によって個体差がある。 

・人が変わっても（お世話をよくする人・しない人など）懐き度は変わらない。 

もっと追究したい点 

・今回した飼育環境作りがカエルにとって心地の良いものだったか、今後、環境を変え
て調べてみたい。また、カエルに１番して欲しかったハンドリングを目指してチャレ
ンジしていきたい。 

・田んぼのカエルと学校にいるカエルとで、懐くのが違うかどうか調べてみたい。 
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【特選】        安田学園安田小学校  第２学年  池田 瑛心 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
子供らしい思いや願いを出発点として、抱いた疑問を解決するために根気強く観察や実

験を行い、研究した内容について写真や表を用いてまとめている優れた作品である。 

工夫した点 

・去年の研究を行っている最中に出てきたたくさんの疑問を三つにしぼり、ひとつずつ
解決できるように実験した。 

・去年に引き続き、まだ調べていない種類の魚の水晶体を一年間かけて集めて調べて記
録し、標本にした。調べた魚は 21 種類だった。去年と合計して 30 種類になった。 

・魚の水晶体を調べるために、人間の目の水晶体についても調べ、参考にして実験を行
った。 

・今年は 0.1ｍｍ単位の細かい大きさの違いを比較できるようにした。そのため、小さい
魚の体長・水晶体の大きさも比べることができるようになった。 

分かった点 

・同じ種類の魚でも、目の大きさは全て同じではなく、大きかったり小さかったりする
魚がいる。けれども、水晶体の大きさは、体よりも大きな違いがない。もしかしたら、
魚の種類によって、ある程度水晶体の大きさが決まっているのかもしれない。 

・魚の水晶体は、人間の目のものと同じように水分が多いようだ。そのため、乾燥させ
るとへこみができるので、なるべく底が触れないような状態で乾かすと丸いまま乾燥
することができる。 

・水晶体の中に、さらに丸くて硬い「かく」と呼ばれる部分があることを見付けた。これ
は、水晶体全体よりも透明度が高い。また、他より水分が少ないので、乾燥させた後も
形が変わりにくい。 

もっと追究したい点 

・まだ調べたことがない魚がたくさんいるので、調べる魚の種類を増やして、もっとた
くさんの発見をしたい。 

・同じ種類で同じ大きさの魚でも、目の大きさが違ったり、右目や左目でも大きさの違
いがあったりしたので、なぜなのか調べてみたい。 

・水晶体の硬さにも違いがあったので、硬さの理由についても調べてみたい。 
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【特選】            広島市立温品小学校 第３学年 﨑 貴博 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
 モデル実験を行って結果を丁寧に分析した上で、そのような結果が得られた理由を 
３ＤＣＧを作って確かめるなど、深く追及している優れた作品である。 

工夫した点 

・窓やドアを開け閉めできる教室の模型を作り、中に CO₂計を置いて換気の実験を行っ
た。  

・窓から息を吹き込み、中の CO₂濃度が下がるまでの時間をグラフにして換気の速さを
比べた。 

・窓やドアの開け方を少しずつ変えて、78 通りの開け方の中から速く換気できる方法を
探した。 

・模型から離れ、カメラで換気の様子を記録して、自分の息が実験に影響しないように
した。 

・空気の流れを線香の煙で調べたらよく見えなかったので、3DCG で教室と煙を作って
調べた。  

分かった点 

・窓やドアを 1 つしか開けないと換気がとても遅いので、2 つ以上開けた方がいい。 
・2 つ以上開けるときは、離して開けた方が換気が速くなる。 
・開け方が良いと、3 つ以上開けるより 2 つだけの方が換気が速いこともある。 
・少ししか開けられないときは、扇風機で外の空気を入れると換気が速くなる。 
・窓やドアを開ける数は同じでも、開け方を変えるだけで換気を速くできる。  

もっと追究したい点 

・季節や気温、湿度の違いで結果が変わるのか調べてみたい。 
・実際の教室で、机を置いたりエアコンをつけたりしても同じような結果になるのか調
べてみたい。 
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第 61 回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

全国都道府県教育長協議会会長賞 

【特選】        呉市立荘山田小学校  第４学年  岡 彩加 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
妥当な実験方法を検討し、得られた実験結果から分かることを丁寧にまとめた優れた作

品である。 
 

 
 
 

工夫した点 

・どうやったらビルとビルの間の風の強さを調べられるか考え、実験装置を作ることに
した。 

・ビルの形や高さ、向きを変えて調べようとしたが、風の強さを比べるために、ヒモの
種類や扇風機の強さを決めるのに苦労した。 

・結果を分かりやすく表すためにグラフにして比較した。 

分かった点 

・ビルの形や高さ、向きによって風が建物にぶつかる角度が変わるため、風が流れる方
向や強さが変わることが分かった。 

・ビルとビルの間隔によって、その間を流れる風の強さが変わることも分かった。 

もっと追究したい点 

・都会には、実際にどのような形や高さ、向きのビルが建っているのかを見て、ビル風
を減らすためにどんな工夫をすれば良いか考え、実験してみたい。 
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【特選】        呉市立警固屋小学校  第５学年  川口 絢子 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
消しゴムについて調べ、身の回りにある材料の配合を工夫して、実験を通して環境にや

さしいエコな消しゴムを作成した優れた作品である。 

工夫した点 

・鉛筆と紙の関係性や消えるメカニズムを学んだり、消しゴムに関わることを総合的に
研究したりした。 

・消しゴムメーカーに質問したり、文具工場を見学したりして、専門家に聞いたことを
参考にした。 

分かった点 

・手作り消しゴムは、消字力や強さが足りず、市販の消しゴムのすごさがよく分かった。 
・消しカスは、環境に配慮した温度で焼却されているが、消費量を減らす努力は必要だ
と思う。私たちにできることとして「消し方を工夫すること」を提案する。 

もっと追究したい点 

・使用済みのノートやボールペンは、回収してリサイクルする仕組みがあるが消しゴム
はない。消しカスを集めて加工することや再利用の可能性を追究してみたい。 
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第 61 回 全国児童才能開発コンテスト 科学部門 

財団科学賞 

【特選】         広島市立矢賀小学校  第６学年  小蔵 梓 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
ナミアゲハ 40 匹の飼育を通して、明るさによってさなぎの色がどう変わるのかについて

実験し、さなぎの色と冬越しの関係について考察した優れた作品である。 
 

 
 

工夫した点 

・照度計などを使って、環境の明るさや温度を細かく記録しました。 
・さなぎになった場所と日付、さなぎの長さ、羽化した日付、成虫の体長や性別も観察
して、写真もとり記録しました。これにより実験結果の考察を充実させることができ
ました。 

・環境の明るさの違いによるさなぎの色の違いを表すには表だけでは分かりづらかった
ので、折れ線グラフにして結果をみました。 

・緑、茶、黒など見た目のさなぎの色だけではなく、相対輝度という色の明るさの単位
を使いました。 

分かった点 

・ナミアゲハのさなぎは、環境が暗いときは緑色の割合が小さくなり、明るいときは緑
色の割合が大きくなる。さなぎの色の相対輝度は、環境が明るければ高くなり、暗け
れば低くなる。これは、周りの色に合わせることで天敵から見つかりにくくなるため
だと考えました。 

・環境の明るさはさなぎの冬越しにも関係があり、環境が暗いと冬越しする数が増える。
このことから冬に羽化して生き延びれなくなるのを防ぐために、ナミアゲハは環境の
明るさで冬かどうかを確認しているのではないかと考えました。 

もっと追究したい点 

・今回の実験では、いつナミアゲハが自分のいる環境を判断するか分からなかったので、
調べたいです。 

・性別、えさ、生まれた場所のような、今回の実験で考えていなかったような要素がさ
なぎの色に与える影響についても調べてみたいです。 
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【科学賞委員会特別賞】  東広島市立龍王小学校 第６学年 伊瀨 汰希 
 

 
 

 
 

 
 
 
【講評】 
セミの寿命や行動範囲について、根気よく継続的な調査を行い、その結果から丁寧に考

察した優れた作品である。 

工夫した点 

・いつでもセミを採集できるよう、自宅付近の数か所を採集場所と定めた。 
・寿命期間について調べるため、セミを何度も採集する必要があった。そのため、セミ
を傷つけないようにし、観察後には、自ら飛び立つまでそっと見守った。 

分かった点 

・セミの生存期間は、１週間よりももっと長く、20 日程度は生存していること。 
・生存中に移動する距離範囲は広くなく、多くのセミは 100ｍ以内の範囲の樹液を餌に
生活していること。 

もっと追究したい点 

・セミの種類やオス・メスで寿命に差があるのか、さらに広い範囲で多くの採集を行い
調査したい。 


